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１．背景 

陸上出入貨物調査（以下「陸出調査」という。）は、統計法（昭和２２年法律第１

８号）に基づく港湾調査（指定統計第６号）の一部（港湾調査規則（昭和２６年運

輸省令第１３号）第４条第４号）である。陸出調査は、港湾と陸上後背地間におけ

る貨物の流動実態を把握することに主眼をおき、港湾の開発、利用及び管理に資す

ることを目的として、昭和２９年から、国土交通大臣が告示で指定した特定の港湾

について、調査を実施しており、最近では、全国を５つの地域に分け、５年周期で

毎年１ヶ月間調査を実施している。その調査結果は港湾行政の企画立案及び政策評

価の際の基礎資料となっている。 

近年様々な行政分野において業務の合理化が求められているが、統計行政分野に

おいても、「統計行政の新たな展開方向」（平成１５年６月２７日各府省統計主管部

局長等会議申合せ）における統計調査の整理合理化の指針において、「既存統計調査

について、類似の統計調査がある場合には、それらを統合する。」、「既存統計調査に

ついて、他の統計調査の実施に伴う調査の休止、実施時期の調整等により、実施時

期の適正化を図る。」こととされている。 

これを受け、国土交通省内に設置された「交通統計改善検討委員会」において、

調査項目等が類似している「全国輸出入コンテナ貨物流動調査」等との重複是正等

に関し、統合を含めた調査の見直しに関する検討を進めてきたところである。 

 

２．改正内容 

今般、陸出調査を休止し、今後、両調査を含めた類似統計との統合について検討

を進め、新たな港湾貨物の流動調査体系を整備することとする。 

このため、港湾調査規則の一部を改正し、平成１９年から陸出調査を行わないこ

とを規定するものである。 

 

３．改正の概要 

附則に、平成１９年から陸上出入貨物調査は行わないことを規定する１項を加え

ることとする。 

 

４．今後のスケジュール（予定） 
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